
 

 

１ 開催日時  平成 28 年 11 月 12 日（土）  13:00～18:15 

13 日（日）  ９:00～15:20 

 

２ 会  場  兵庫県立総合体育館 和室会議室  

〒663-8142 西宮市鳴尾浜 1-16-8 

TEL 0798-43-1143  FAX 0798-43-1144  

URL http://www.hyogosoutai.com/ 

【小倉百人一首かるた部門担当者】 

〒670-0877 姫路市北八代 2-1-33  

県立姫路西高等学校   

日髙 好光 （ひだか よしみつ） 

TEL 079-281-6621  FAX 079-281-6623  

e-mail  kinki-soubun-kru@hyogo-c.ed.jp 

 

３ 日程・次第 

(1) 日  程  平成 28 年 11 月 12 日（土） 

13:00～13:25 受付・組み合わせ抽選 

13:30～13:45 開会式 

13:55～15:15 １回戦 

15:25～16:45 ２回戦 

16:55～18:15 ３回戦 

平成 28 年 11 月 13 日（日） 

９:00～９:05 受付 

９:10～10:30 ４回戦 

10:40～12:00 ５回戦 

12:00～12:40 昼休み 

12:40～14:00 決勝戦・順位決定戦 

14:10～14:50 生徒交流会 

15:00～15:20 閉会式 

※状況によって試合の進行が遅れる場合があります。ご了承ください。 

 

 (2) 次  第  ①開会式 

         ・開式のことば 

・優勝杯返還 前年度優勝府県（京都府） 

・あいさつ  第 36 回近畿高等学校総合文化祭兵庫県実行委員会 

小倉百人一首かるた部会長 

 小倉百人一首かるた部会生徒実行委員長 

・選手宣誓 兵庫県チーム主将 

・競技上の注意 

・講師、審判員紹介 

・閉式のことば 

         ②閉会式  

         ・開式のことば 

・成績発表および表彰 

第 36 回近畿高等学校総合文化祭兵庫大会 

小倉百人一首かるた部門実施細目 



 

・講評 

・あいさつ  第 36 回近畿高等学校総合文化祭兵庫県実行委員会 

小倉百人一首かるた部会長 

・次年度開催県あいさつ 大阪府生徒代表 

・閉式のことば 

 

４ 講  師   森 達哉  （兵庫県かるた協会） 

  大倉 和広 （兵庫県かるた協会） 

         苔口 清美 （兵庫県かるた協会） 

  塚口 井公子（兵庫県かるた協会） 

         中野 純也 （兵庫県かるた協会） 

  伊藤 理恵 （兵庫県かるた協会） 

 

５ 表彰内容   閉会式において、優勝および準優勝、３位チームを表彰します。 

 

６ 参加校一覧 

 

府県名 高 等 学 校 名 

大阪府 

府立北野高等学校 大阪市立南高等学校 

府立住吉高等学校 常翔啓光学園高等学校 

府立千里高等学校 桃山学院高等学校 

大阪市立高等学校  

徳島県 

県立城東高等学校  

県立城ノ内高等学校  

県立脇町高等学校  

京都府 

府立北稜高等学校 大谷高等学校 

府立洛北高等学校 洛南高等学校 

京都市立銅駝美術工芸高等学校  

奈良県 

県立畝傍高等学校  

県立奈良高等学校  

奈良学園登美ヶ丘高等学校  

滋賀県 

県立膳所高等学校  

  

  

和歌山県 

近畿大学附属和歌山高等学校  

  

  

三重県 

県立神戸高等学校 高田高等学校 

県立桑名高等学校  

暁高等学校  

福井県 

県立金津高等学校 県立美方高等学校 

県立武生高等学校 県立若狭高等学校 

県立藤島高等学校  

鳥取県 

県立米子南高等学校  

  

  

兵庫県 

県立尼崎稲園高等学校 県立龍野高等学校 

県立神戸高等学校 県立姫路西高等学校 

県立篠山鳳鳴高等学校 賢明女子学院高等学校 



 

【小倉百人一首かるた部門連絡事項】 
 

１ 受  付 

 (1) 会場到着後すぐに、各府県の代表生徒１名は受付を行ってください。 

 (2) 受付時に組み合わせ抽選を行います。 

(3) 開会式は競技時の服装で参加してください。 

 

２ 控  室 

 (1) 控室（３階研修室）を設けます。府県ごとに表示のあるところをご利用ください。 

 (2) 荷物の管理は、参加校でお願いします。特に、貴重品の管理にはご注意ください。 

 

３ 更衣場所 

  １階に更衣室がありますのでご利用ください。更衣室には荷物を置いたままにしないでください。 

 

４ 飲  食 

(1) 食堂（２階）またはエントランスホール（２階）でお願いします。 
  (2) 指定業者に注文された弁当の受け取り（容器回収）場所は、当日指示します。 
  (3) 指定業者以外の弁当類の空き容器、ごみ類は各団体でお持ち帰りください。 

 

５ 宿  泊 

  事前に申し込みいただいた方のみ、総合体育館に宿泊できます。 

 

６ 交 流 会 

  閉会式前短時間ですが、交流会を持ちます。内容は「親子かるた」という、競技かるたのルールを 
利用したゲームです。詳しくは、別紙交流会資料をお読みください。 

 
７ 競技方法 
  競技規則は「（一社）全日本かるた協会競技規定」によるものとします。選手変更はできません。 
 
８ そ の 他 
 (1) 観覧席はありません。 

（2）救  護 

①救護が必要な場合は、受付までご連絡ください。 

②会場から医療機関への移送には、参加校関係者の付き添いをお願いします。 

③医療機関における医療費および移送費等、受診にかかる費用は、受診者の負担となります。 

④ＡＥＤの設置場所  １階事務室前、２階トレーニング室、４階中体育室、他 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

(3) 会場アクセス 

     阪神電鉄「甲子園」駅より、阪神バス「鳴尾浜」行き（7 番乗り場より乗車）を利用 
「県立総合体育館前」で下車 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4) 館内図 

   ３階フロアー 
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【小倉百人一首かるた部門 交流会資料】 

 

■親子かるたのルール 

 ４～５人で１チームとし、そのうち１人が親、残りが子になる。 

 親は他のチームの子を相手にひたすら守り、子は他のチームの親を相手にひたすら攻める。 

 親の持ち札が早くなくなったチームが勝ちとなる。 

 ４～５チームで１つのグループを作り、１つのグループごとに１００枚の札を等分する。 

◎札を取った場合： 

 ・親が取ればそのまま札を取った親の持ち札が減る。 

 ・子が取れば自分の親から札を１枚もらってきて対戦している親へ渡す。 

  その結果、札を取ったチームの（親の）持ち札が１枚減る。 

◎お手つきをした場合： 

 ・親がお手つきをしたら、相手の子から（子が自分の親から札を１枚もらってきて）それぞれ１枚

ずつもらう。 

 ・子がお手つきをしたら、相手の親から札を１枚もらい、自分の親へ渡す。 

  その結果、親がお手つきをしたチームはその親が対戦している相手の人数と同じ枚数だけ持ち札

が増え、子がお手つきをしたチームは、お手つきをした子の数だけ持ち札が増える。 

 

■今回の近畿総文での実施方法 

 ４人で１チームとし、各府県２チーム作る。４人のうち１人が親、３人が子になる。 

 （各府県とも原則として、親は主将と副将とする。） 

 あらかじめチーム分けのメンバー票を提出してもらい、組み合わせおよび対戦場所を発表する。 

 順位決定戦終了後すぐに対戦場所に分かれて、親はすぐに札を並べる。 

 暗記時間は取らず、並べしだい読みを開始する。 

 勝ったチームは親、子とも競技場から退いていき、残りのチームで試合を続ける。 

 

チーム分けの例 

 兵庫県Ａチーム（主将、３将、５将、７将） 

 兵庫県Ｂチーム（副将、４将、６将、８将） 

 

■１グループ５チームの例（１００枚の札 

を５つに分け各２０枚から始める。） 

 （Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅはそれぞれ違う県のチーム） 

 Ａチーム（親Ａ、子ａ①、ａ②、ａ③） 

 Ｂチーム（親Ｂ、子ｂ①、ｂ②、ｂ③） 

 Ｃチーム（親Ｃ、子ｃ①、ｃ②、ｃ③） 

 Ｄチーム（親Ｄ、子ｄ①、ｄ②、ｄ③） 

 Ｅチーム（親Ｅ、子ｅ①、ｅ②、ｅ③） 

 

■１グループ４チームの例（１００枚の札 

 を４つに分け各２５枚から始める。） 

 Ａチーム（親Ａ、子ａ①、ａ②、ａ③） 

 Ｂチーム（親Ｂ、子ｂ①、ｂ②、ｂ③） 

 Ｃチーム（親Ｃ、子ｃ①、ｃ②、ｃ③） 

 Ｄチーム（親Ｄ、子ｄ①、ｄ②、ｄ③） 

 

 

                              ※子の手は、本来の競技線の下段およびその 

                         延長線上よりも後方に置く。 ①②③
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